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現状

●備蓄や在庫が不足する自治体や医療機関への優先供給の仕組みを開始
●医療従事者向けの情報発信⇒全国の備蓄状況や感染防御策の発信など

対
応

1

2

【需要】２０１８年 約１３億枚 ⁄ 年（約１億枚 ⁄ 月）＊注：産業用マスクを含む

【供給（生産・輸入）】＊1/28に増産要請

【在庫・備蓄】メーカー在庫はほぼ残っていない
 各都道府県の感染症指定医療機関の在庫状況等を踏まえ、
 都道府県備蓄の放出等を要請（2/10） ＊一部の自治体では既に放出済み

サージカルマスク：国内約２千万枚/月、海外約７千万枚/月　　　
国内は、1/28の増産要請を受けて、24時間体制で製造
一方、中国からの輸入は停滞
高機能マスク（N95、DS2）
国内生産は少量。大半が中国製造。中国からの輸入は停滞


